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本
市
の
人
口
は
、
今
後
も
大

き
く
減
少
を
続
け
、
少
子
高
齢

化
が
さ
ら
に
加
速
す
る
も
の
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本

市
が
管
理
す
る
施
設
の
老
朽
化

が
進
行
し
、
そ
の
維
持
管
理
や

改
修
・
改
築
に
は
多
く
の
費
用

が
必
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で

は
、
市
民
・
利
用
者
の
皆
さ
ん

の
安
全
確
保
や
施
設
の
質
・
量

の
最
適
化
、
持
続
可
能
で
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
、

財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を

実
現
す
る
た
め
、
二
〇
一
七
年

二
月
に
「
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
同
計
画
に
基
づ
く
各
施
設
の

今
後
の
方
向
性
を
整
理
し
、
改

修
・
改
築
に
必
要
な
コ
ス
ト
を

改
め
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
現

状
の
施
設
を
全
て
維
持
す
る
こ

と
は
到
底
困
難
な
ほ
ど
膨
大
な

事
業
費
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
何
も
対
策
し
な
け

れ
ば
、
遠
く
な
い
未
来
に
は
、

施
設
の
安
全
性
を
確
保
で
き
な

く
な
る
ば
か
り
か
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
命
や
生
活
を
守
る
た
め

の
施
策
が
十
分
行
え
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
今
あ
る
施
設

を
単
に
建
て
替
え
る
の
で
は
な

く
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
や

市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
市

が
必
ず
提
供
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
機
能
を

見
極
め
、
施
設
全
体
を
抜
本
的

に
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
市
で

は
「
市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
市
民
委
員
会
」
で
の

議
論
や
、
市
内
県
立
高
等
学

校
・
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校

生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
市
民
意
見
や
本
市
の
将
来

を
担
う
若
者
の
視
点
・
柔
軟
な

発
想
を
捉
え
、
本
年
三
月
に
同

計
画
を
改
定
し
ま
し
た
。

　
同
計
画
の
計
画
期
間
は
二
〇

一
七
年
度
か
ら
二
〇
三
〇
年
度

ま
で
の
十
四
年
間
で
す
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
公
共
施

設
等
の
維
持
管
理
・
新
築
・
改

築
の
手
法
を
考
え
る
上
で
の
統

一
的
な
ル
ー
ル
を
新
た
に
設
け

ま
し
た
。

　
ま
た
、
短
期
・
中
期
・
長
期

の
時
期
ご
と
に
、
コ
ス
ト
縮
減

な
ど
こ
れ
ま
で
よ
り
も
一
歩
踏

み
込
ん
だ
目
標
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
新
ル
ー
ル
の
下
、

目
標
の
達
成
に
向
け
て
民
間
活

力
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

公
共
施
設
等
の
質
・
量
の
最
適

化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
全

体
を
面
的
・
俯
瞰
的
に
捉
え
た

「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

視
点
と
一
体
的
に
検
討
す
る
こ

と
で
、
本
市
に
お
け
る
公
共
施

設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

改
定
の
ポ
イ
ン
ト

施設が有する機能に着目した
あり方の見直し

エリアマネジメントの取り組み

ふ
　か
ん

取り組む施策のイメージ新たな目標の設定

公共施設等の維持管理・新築・改築のルール

　市民の皆さんや民間事業者との連携を推進し、
民間の持つノウハウや専門性を生かした施設の
あり方を模索するとともに、民間施設を最大限
活用します。

•点検による安全管理を徹底
•予防保全型の効率的・効果的な
　維持補修　など

1
視点

•先進技術を最大限活用
•施設の複合化・多機能化　など2

視点

・旧耐震基準の建物は、原則、長寿命化の対
　象外
・主たる建物が旧耐震基準に該当する施設は
　方向性を「あり方見直し」と整理
・方向性を「あり方見直し」と整理した施設
　は縮減を念頭に今後の見通しを早急に整理
・200㎡未満の小規模な建物は事後保全
・民間が担いうる機能は、原則、民間活力を
　活用
・先進技術を活用し、施設という形にとらわ
　れない行政サービス・機能のあり方を検討
・施設という形で維持すべきものは、原則、
　複数の行政サービス・機能を集約・複合化
・施設という形で維持すべきものは、時代に
　応じた需要や必要性を見極めながらサービ
　ス・機能を強化

市民・利用者の
皆さんの
安全確保

公共施設等の
質・量の
最適化

短期目標（2025年度末まで）

民間代替性の高い施設を中心に民間
へ移譲または施設を廃止するなどし、
コストを６億円縮減する

中期目標（2030年度末まで）

方向性を「あり方見直し」にした施
設の縮減を実現する

長期目標（2030年度末まで
に将来的なあり方を整理）

ルールを踏まえ、全体の質や量のさ
らなる最適化に取り組む

改定前の目標

改定後の新たな目標

公共施設等のうち、建築物の延べ床
面積を約10％縮減

持続可能で
暮らしやすい
まちづくりの
実現

•経常的な維持管理コストを縮減
•施設を「資産」として最大限に
　活用　など

一体的に
検討

3
視点

前提  民間活力の積極的な導入

̶たもつ̶

̶みがく̶

̶つなぐ̶

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
改
定
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本
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み

現
状
を
踏
ま
え
た
改
定
を

実
施

さまざまな視点から取り組みを行うことでまちの好循環を生み出します。

○本市の現状

○本市の公共施設等マネジメントが目指すもの

全ての公共施設を維持し続けることは不可能

まちの好循環

展望人口
2015→2060
36.9％減

維持管理
毎年度
約70億円

延べ床面積
2014→2022
約４万㎡増

旧耐震基準
おおむね築40年以上

約半数

民間活力の
積極的導入

公共施設等の
最適化

行政サービス・
機能の充実

暮らしやすさの
向上

人口減少への歯止め
と財政の健全化


